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　編物の好きな人が集まって、中央公民館の手編教室から
始まり、今は北多久公民館、西多久公民館と広がりました。
中央公民館は水曜日午後 1時から、北多久公民館は月曜日
午前 9時から、西多久公民館は月曜日午後 1時から、週 1
回開催しています。各教室 8人ぐらいが毎回集まります。 
　参加者は「新しい雑誌を見たり、人が編んでいるのを見て、
次に何を編もうかと楽しみに参加しています。家では、な
かなか忙しくて編めないので、教室では、2～ 3時間集中し
て編みます」と話し、冬は毛糸、これからはサマー糸で夏
物も挑戦です。鷹木エミ子先生に製図をしてもらい、自分
に合った新しい作品を編むことができます。多久市文化連
盟服飾手芸文化の会に所属し、各町の公民館での文化祭や、
中央公民館での文化祭りにコーナーを設けて作品を出展し
ています。市外の会場でも展示会を開催したりします。 
　鷹木先生は「新しい本から、自分の好きな作品を編めます。
棒編・カギ編、初心者も大歓迎です。お友達と一緒に参加
しませんか」と生徒募集中です。 

　北多久町多久原の中尾神社は、正保 3年（1646）、
多久領 3代領主多久茂矩（重徳）が京都祇園神（八
坂神社）を勧請し、多久原宿の氏神として創建しま
した。境内には狛犬や石灯籠、菅原道真公をまつる
5基の天満宮などがあり、神殿には一対の肥前狛犬
も奉納されています。
　中尾神社には、取り外された、明治時代のものと
思われる180枚ほどの天井絵が残されています。天井
絵は、中には虫食いなど損傷が激しく図柄が見えな
いものもありますが、彩色が残っているものもあり、
往時の華やかさがしのばれます。
　図柄はサギ、雀などの鳥類、植物、人物などバ

ラエティに富んでいま
す。誰が描いたのかは分
かっていませんが、素朴
な魅力を持つ天井絵から
は、地域の人々の、神社
へ寄せる思いがうかがえ
ます。

　　　▼手編み作品をもって、北多久公民館教室のみなさん

問 鷹木エミ子さん　☎75－6702

編物大好き 最新のモードを製作中！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎75－3002

●連載12● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

『中尾神社の天井絵』

中尾神社の天井絵
会場 / 多久市郷土資料館 3号展示室
会期 / 4 月 6 日㈮～ 5月31日㈭
開館時間 / 9 時～16時　入館 / 無料
休館日 / 月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

▲中尾神社の天井絵　酒を酌む人物（酒呑童子と思われる）


